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１．スキー指導員規定に定められている（義務）第４条を記しなさい。<4> 

(1)指導員の任務を完遂するため、積極的に指導員研修会に出席するものとする。 

(2)指導員は、加盟団体の事業には、優先的に参加しなければならない。 

 

２．スキー公認検定員規定に定められている（資格の停止）第１２条を記しなさい。<4> 

(1)指導員、準指導員及び検定員の年次登録料を納期までに納入しないとき。 

(2)任期中にやむを得ない理由でクリニックに参加できなかったとき。 

 

３．スキーバッジテスト規定に定められているバッジテストの種類を記しなさい。<6> 

(1) プライズテスト (2) 級別テスト 

(3) ジュニアテスト   

 

４．国際スキー競技会のフリースタイル種目を６つ記しなさい。<12> 

(1) アクロ (2) デュアルモーグル 

(3) モーグル (4) エアリアル 

(5) フリースタイルコンバインド (6) ニュースタイル 

 

５．「スキーの日」について、説明しなさい。<6> 

1911 年(明治 44 年)１月 12 日、新潟県の高田(現上越市)において、テオドール・フォン・レルヒ少佐に

よってスキーが伝えられた。少佐は同日午後、歩兵第 58 連隊の営庭（現在の同市城西中学校校庭）で

スキー専修将校を集め、「メトールスキー」（スキーを履きなさい）の号令でスキー指導を開始した。少

佐はマチアス・ツダルスキー直伝のスキーの名手であった。これが日本のスキー事始めであったことを

記念し、スキー関連６団体の間で制定された。 
 

６．冬季オリンピックの開催地を記しなさい。<6> 

開催年  開催地 

１９９８年 ・・・ 長野（日本） 
２００２年 ・・・ ソルトレイクシティー（アメリカ） 
２００６年 ・・・ トリノ（イタリア） 

 

７．スキーのターン運動における自転と公転について説明しなさい。<6> 

自転運動は、スキーがコマのように自分の重心のまわりを回転すること。 
公転運動は、スキーが向きを変えないで円軌道上を移動すること。 
スキーのターン運動においては、まずスキーの自転が始まり、これが向心力を生んで公転を生じ、自転
と公転がかみ合って、きれいなターン運動が生まれる。 

 

８．関係のあるものを線で結びなさい。<16> 

アントン・ゼーロス ・  ・ 外 傾 技 術 ・  ・ １９３０年 

エ ミ ー ル ・ ア レ ・  ・ テンポ・パラレル・シュブング ・  ・ １９４７年 

第 1 5 回 イ ン タ ー ス キ ー ・  ・ ス キ ー ・ フ ラ ン セ ・  ・ １９９５年 

一 般 ス キ ー 術 ・  ・ 野 沢 ・  ・ １９３８年 

フリチョフ・ナンセン ・  ・ バ イ ン シ ュ ピ ー ル 技 術 ・  ・ １８８９年 

マ チ ア ス ・ ツ ダ ル ス キ ー ・  ・ グ リ ー ン ラ ン ド 横 断 ・  ・ １９５５年 

ハンネス・シュナイダー ・  ・ リリエンフェルトスキー滑降術 ・  ・ １９２０年 

ク ル ッ ケ ン ・ ハ ウ ザ ー ・  ・ ス キ ー の 驚 異 ・  ・ １８９６年 

 

９．運動の質をとらえる三つの要素を説明しなさい。<6> 

(1)スペイシング 

 身体の動きの空間的調節 
身体の動きのバランスの良いポジション(フォーム)を表現しているかどうか 
(2)タイミング 

 身体の動きの時間的調節 
 動きの構成がタイミングよく行われているかどうか 

(3)グレイディング 

 力の調節 
 力の強弱リズムがなめらかに表現されているかどうか 
 

１０．下記はスキーの落下運動を示した図である。かっこ①から③に適当な語句を、かっこ④から⑥に

適当な図記号を記しなさい。<6> 

 

 

 

 

 

 

 

【ア】は（①山側(ターン内側)へ ）の落下運動によるもので、水平面への角付けは(④【Ｂ】)である。 

【イ】は（②縦軸方向のみ    ）の落下運動によるもので、水平面への角付けは(⑤【Ｃ】)である。 

【ウ】は（③谷側(ターン外側)へ ）の落下運動によるもので、水平面への角付けは(⑥【Ａ】)である。 

 

１１．スキーの角づけの定義について表に記しなさい。<12> 

 水平面への角づけ 斜面への角づけ 

概念
スキーの横軸と水平面との角度を 
制御すること 

スキーの横軸と斜面との角度を 
制御すること 

目的 
スキーの横軸方向への落下運動を 
起こすこと 

スキーの横軸方向への落下運動に 
ともなって雪面抵抗をつくること 

進化 
新しい考え方で 
落下運動への主導的な役割 

これまでの考え方で 
落下運動による付随（従属）的役割 

 

１２．次の文章のかっこ①から③に適当な語句を記しなさい。<6> 

 身体運動によってコントロールされる物理運動が導き出すターン運動の方法は、スキーヤーの体重を

スキーに乗せる「(①荷重  )」と、スキーの横軸の水平面に対して角度をつくる「(②角付け  )」

によって行われる。これはスキーへの「『①』と『②』の統合」が(③スキーの横軸方向   )への落

下運動を生起させることによるものである。 

 
１３．基礎課程（組立段階）の技術指導において、テールコントロール、トップ＆テールコントロール

およびトップコントロールのそれぞれの指導過程について述べなさい。<10> 

 テールコントロールにおいては，外スキー主導の条件で，プルークの山回り，プルークボーゲン，シ
ュテムターン，ステップターンを経て基礎的なパラレルターンを習得する。トップ＆テールコントロー
ルにおいては，外スキー主導によって，プルークの山回りからプルークボーゲンへと導く。さらに，両
スキー主導によりプルークターンから基本的なパラレルターンを習得させる。トップコントロールにお
いては，パラレルの山回りについて，外スキー主導から両スキー主導へと導く。さらに両スキー主導の
レールターンを経て基本的なパラレルターンの習得へと指導を行う。 
 

【ア】 【イ】 【ウ】

【Ａ】 
 

【Ｂ】 
 

【Ｃ】 

水平面 

斜面 
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１．スキー指導をとりまく環境の変化とは、どのような変化であろうか。４つの変化を記しなさい。<8> 

(1)場の変化 

(2)物の変化 

(3)人の変化 

(4)情報化 

  

２．次の文章のかっこ①から③に適当な語句を記しなさい。<6> 

スキースポーツの本来の目的は、（①スキーの楽しさ（を味わうこと））であり、そのための手段とし

て（②技術      ）が必要となる。したがって、（②）の習得は本来の目的にたいして下位目的

であり、（③技術指導    ）はさらにその手段となる。これらの目的と手段を混同することは、本

来の目的に到達できない危険性をはらんでいる。 

 

３．次の文章のかっこ①から④に適当な語句を記しなさい。<8> 

スキー指導者に必要な資質は、技術力と（①製品力    ）である。そして、この（①）を高める

キーワードとして、以下の３つがあげられる。 

（②Face to Face  ）：スキーヤーと指導者の一対一の関係、スキーヤーの個性尊重 

（③Interactive   ）：スキーヤーと指導者の双方向コミュニケーション、知識の共有・共鳴 

（④Network     ）：スキーヤーと指導者、スキーヤー同士の交流のなかからの知識創造 

   

４．スキー指導は、スキー産業の中ではインストラクションサービスとして位置づけ、顧客満足の充足 

と顧客創造を目標としていかなければならない。そのために指導者に求められる技術を３つの観点 

から記しなさい。<6> 

 (1)マネジメント技術 

 (2)人間関係技術 

 (3)指導技術 

  

５．スキー学習における基礎的条件を４つ記しなさい。<8> 

(1)（学習の）マネジメント 

(2)学習態度 

(3)人間関係 

(4)自然条件 

 

６．スキー学習における内容的条件とは、学習の計画から実施の過程において考えなければならない 

４つの観点のことである。その４つを記しなさい。<8> 

(1)目標 

(2)教材 

(3)内容 

(4)方法 

  

７．学習内容の選択・設定にあたって、工夫しなければならない２つの観点を記しなさい。<4> 

(1)能力開発の段階に応じた課題と内容を設定する。 

(2)挑戦的でプレイ性に満ちた課題を工夫する 

 

 

８．次の表のかっこ①から④に適当な語句を記しなさい。<8> 

段階 (①できない )→( できる ) →(② うまくなる )→ 強くなる 運動の

上達 すがた ばらばら )→(③ まとまる )→( リズミカル    →(④ ダイナミック) 

 

９．次の各問いに答えなさい。 

(1)学習意欲を決定する２つの要因を記しなさい。<4> 

①みこみ 

  ②魅力 

(2)これらの要因を高め、高い学習意欲を得る上で指導者が工夫すべきことを述べなさい。<10> 

指導上の工夫が考えられていると思われる論述はすべて正解にしましょう。 

  

 

 

 

 

 

１０．次の用語について説明しなさい。<10> 

(1)動きの自動化 

 技術を習得し、動きに習熟することで、特に意識しなくても反射的に動くことができるように 
なること。 
(2)動きの洗練化 

 ぎごちなく、無駄の多い動きから、習熟するにしたがいスムースな無駄の無い動きになること。 
 

(3)スポーツバイオメカニクス 

 身体の構造や機能に関する知識と力学的知識を総合して運動や身体動作を解明しようとする科 
学。 
(4)迎え角 

 進行方向に対して、スキー（板）を横向きの状態にした場合、スキー（板）の長軸方向と進行 
方向がつくる角度。 
(5)ポジション 

運動スペースに対してのスキー（板）と身体の位置関係。 
 

１１．スキーヤーの滑走心得を１０項目記しなさい。<20> 

(1)安全は他人を気づかう心から 

(2)自分で守る自分の安全 

(3)前を滑るスキーヤーに優先権 

(4)滑り出し・横断・合流・安全確認 

(5)コースをふさぐ立ち止まり・油断はつねに事故のもと 

(6)鉢合わせに互いに左へ衝突回避 

(7)滑る以外はコースの端を 

(8)まずはチェック用具・服装 

(9)みんなで守ろう指示・標識 

(10)すすんで助け合おう事故の時 


